
使用済燃料貯蔵対策への
対応状況について

（概要）

1

2017年10月24日

電気事業連合会

資料１



○使用済燃料対策方針に対する取り組み
 各社「共通」の取り組み

 日本原燃に対する原子力規制委員会からの報告徴収命令及び保
安規定違反との指摘を受けた事項への対応に関して、日本原燃の
対策の検討結果の妥当性や実効性について電力の経験を踏ま
えた助言を行う等の協力、支援。

 各社の取り組み

 2016年12月、四国電力が敷地内乾式貯蔵施設設置に係る検討を表明。

2使用済燃料対策推進計画に対する取り組み状況

○事業者全体の取組状況
 使用済燃料の乾式貯蔵を促すための技術検討
 キャスクの基本的安全機能の確保を前提に、耐震設計の合理化を

可能とするための技術基準の整理及び活用を検討

 使用済燃料貯蔵能力拡大にかかる理解活動の強化に向けた検討
 電気事業連合会の広報活動の強化

(使用済燃料貯蔵対策の取り組みに

係る動画コンテンツの制作）

（例）
キャスクの
安全確保と運用
（5分34秒）

ＨＰアドレス：https://www.youtube.com/user/fepcchannel



3使用済燃料対策方針の取り組み状況



4中部電力の取り組み状況について



5九州電力の取り組み状況について



6日本原子力発電の取り組み状況について



7使用済燃料対策方針の取り組み状況（再掲）


